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参考
高齢者の保健事業及び介護予防の

一体的実施に関する関連資料
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年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計

男女計 0.61% 12.44% 38.45% 28.08%
男性 0.80% 13.73% 36.58% 25.87%
女性 0.42% 11.25% 39.84% 29.87%

高血圧性疾患
診療種別(計)

有病率

性別 男女計 男女計 男女計 男女計 男性 男性 男性 男性 女性 女性 女性 女性
年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計
診療種別(計) 1.31 1.04 1.06 1.08 1.35 1.10 1.05 1.07 1.27 0.98 1.06 1.08
入院 1.89 1.75 2.10 2.14 1.46 1.73 2.00 2.01 2.34 1.84 2.17 2.21
入院外 1.31 1.03 1.04 1.06 1.35 1.10 1.04 1.06 1.26 0.98 1.05 1.06

高血圧性疾患
入院外

有病率(指数)

表148 長崎県 高血圧性疾患有病率(年齢調整後)

表149 長崎県 高血圧性疾患：性別・年齢区分別・診療種別有病率(指数)(年齢調整後)

(参考)長崎県と全国との対比
2018年度のNDBデータにおいて長崎県は、全国と比較してその一人当たり医療費の高さが指摘されている。特に入

院での一人当たり医療費の高さが要因と指摘されている(令和２年12月４日経済財政諮問会議)。ここでは、参考数値
として長崎県における2018年度NDBデータをもとに長崎県が「特に取り組むべき疾患」として掲げている分類(高血圧
性疾患、糖尿病、腎不全、骨折)での全国との有病率(患者数を被保険者数で除したもの)とその指数(全国を１とした場
合の長崎県の指数)を「国民健康保険及び後期高齢者医療合算分」の数値を用いて示す。

図86 長崎県 性別年齢区分別有病率(年齢調整後) 図87 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(診療種別計)

図88 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院)

図89 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院外)
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表150 長崎県 糖尿病有病率(年齢調整後)

表151 長崎県 糖尿病：性別・年齢区分別・診療種別有病率(指数)(年齢調整後)

図90 長崎県 性別年齢区分別有病率(年齢調整後) 図91 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(診療種別計)

図92 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院)

図93 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院外)

年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計

男女計 1.00% 5.13% 9.97% 7.78%
男性 1.08% 6.73% 12.76% 9.59%
女性 0.91% 3.64% 7.97% 6.33%

糖尿病
診療種別(計)

有病率

性別 男女計 男女計 男女計 男女計 男性 男性 男性 男性 女性 女性 女性 女性
年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計
診療種別(計) 1.17 0.89 0.87 0.90 1.19 0.94 0.89 0.91 1.14 0.83 0.87 0.88
入院 1.58 1.14 1.26 1.27 1.54 1.17 1.25 1.26 1.65 1.14 1.28 1.30
入院外 1.15 0.88 0.85 0.88 1.18 0.93 0.87 0.90 1.12 0.82 0.84 0.86

糖尿病
診療種別

有病率(指数)
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表152 長崎県 腎不全有病率(年齢調整後)

表153 長崎県 腎不全：性別・年齢区分別・診療種別有病率(指数)(年齢調整後)

図94 長崎県 性別年齢区分別有病率(年齢調整後) 図95 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(診療種別計)

図96 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院)

図97 長崎県 性別年齢区分別有病率(指数)(年齢調整後)
(入院外)

年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計

男女計 0.10% 0.86% 1.82% 1.39%
男性 0.15% 1.17% 2.48% 1.82%
女性 0.06% 0.56% 1.33% 1.04%

腎不全
診療種別(計)

有病率

性別 男女計 男女計 男女計 男女計 男性 男性 男性 男性 女性 女性 女性 女性
年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計
診療種別(計) 1.23 1.04 1.11 1.13 1.45 1.05 1.07 1.09 0.88 1.07 1.20 1.20
入院 1.84 1.20 1.19 1.22 1.90 1.19 1.12 1.15 1.74 1.29 1.30 1.33
入院外 1.09 1.00 1.08 1.09 1.34 1.01 1.05 1.06 0.70 1.02 1.15 1.15

腎不全
診療種別

有病率(指数)
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表154 長崎県 骨折有病率(年齢調整後)

表155 長崎県 骨折：性別・年齢区分別・診療種別有病率(指数)(年齢調整後)

図98 長崎県 性別年齢区分別有病率(年齢調整後) 図99 長崎県 性別年齢区分別有病率
(指数)(年齢調整後)(診療種別計)

図100 長崎県 性別年齢区分別有病率
(指数)(年齢調整後)(入院)

図101 長崎県 性別年齢区分別有病率
(指数)(年齢調整後)(入院外)

年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計

男女計 2.71% 2.42% 8.23% 6.31%
男性 3.63% 2.40% 4.75% 4.05%
女性 1.76% 2.44% 10.75% 8.14%

骨折
診療種別(計)

有病率

性別 男女計 男女計 男女計 男女計 男性 男性 男性 男性 女性 女性 女性 女性
年齢区分 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計 00～39歳 40～64歳 65歳以上 年齢計
診療種別(計) 1.22 1.04 1.20 1.20 1.29 1.16 1.22 1.22 1.10 0.93 1.19 1.19
入院 1.46 1.31 1.43 1.45 1.61 1.43 1.44 1.47 1.06 1.20 1.41 1.43
入院外 1.20 0.99 1.12 1.12 1.26 1.11 1.13 1.15 1.10 0.90 1.10 1.10

骨折
診療種別

有病率(指数)
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データ化範囲（分析対象）…入院(DPCを含む)、入院外、調剤の電子レセプト。対象診療年月は平成27年4月～令和2年3月診療分(60カ月分)。
年齢範囲…各年度末時点の年齢を65歳～999歳の範囲で分析対象としている。
年齢基準日…各年度末時点。
※医療費…各月、1日でも資格があれば分析対象としている。中分類における疾病分類毎に集計するため、データ化時点で医科レセプトが存在しない（画像レセプト、月遅れ等）

場合集計できない。そのため他統計と一致しない。
株式会社データホライゾン 医療費分解技術を用いて疾病毎に点数をグルーピングし算出。

※患者数…各月、1日でも資格があれば分析対象としている。中分類における疾病分類毎に集計（実患者数）するため、合計人数は縦の合計と一致しない。

データ化範囲（分析対象）…入院(DPCを含む)、入院外、調剤の電子レセプト。対象診療年月は平成27年4月～令和2年3月診療分(60カ月分)。
年齢範囲…各年度末時点の年齢を65歳～999歳の範囲で分析対象としている。
年齢基準日…各年度末時点。
※医療費…各月、1日でも資格があれば分析対象としている。中分類における疾病分類毎に集計するため、データ化時点で医科レセプトが存在しない（画像レセプト、月遅れ等）

場合集計できない。そのため他統計と一致しない。
株式会社データホライゾン 医療費分解技術を用いて疾病毎に点数をグルーピングし算出。

※患者数…各月、1日でも資格があれば分析対象としている。中分類における疾病分類毎に集計（実患者数）するため、合計人数は縦の合計と一致しない。

一体的実施を見据え、国保・後期合算で65歳以上の医療費増加上位を集計した。医療費増加上位では、生活習慣
病関連で、１位にその他の心疾患、８位に腎不全、９位に糖尿病が入っている。新生物では、２位にその他の悪性新生
物、５位に肺の悪性新生物が入っている。また、骨折が３位に入っている。

患者数増加上位で見ると、生活習慣病関連疾患では、１位に糖尿病、２位にその他の心疾患、３位に脂質異常症、９位
に高血圧性疾患が入っている。また、ロコモティブシンドローム関連疾患の関節症が５位に入っている。

表72 参考 長崎県平成27～31年度 中分類による疾病別医療費統計 中分類医療費増加順(65歳以上(国保・後期))

表73 参考 平成27～31年度 中分類による疾病別医療費統計 中分類患者数増加順(65歳以上(国保・後期))

再掲(P59)：長崎県平成27～31年度中分類による疾病別医療費統計 中分類医療費増加順
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①高血圧重症化予防指導対象者
長崎県内市町の国民健康保険及び後期高齢者医療における、高血圧性疾患有病率と高血圧重症化予防指導対象者

割合の状況は、以下のとおり。

再掲 図61 平成31年度 健診及びレセプトによる高血圧重症化予防指導対象者群分析

※高血圧重症化予防指導対象者割合割合・・・当該事業の指導対象者を被保険者数で除した値

図102 市町別の高血圧性疾患有病率と高血圧重症化予防指導対象者割合の状況(国保後期合算)

※左図はP73の図61の再掲である。
詳細については、該当頁を参照。
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②脳梗塞の発症予防･再発予防対象者
長崎県内市町の国民健康保険及び後期高齢者医療における、脳梗塞有病率と脳梗塞の発症予防･再発予防指導対象

者割合の状況は、以下のとおり。

再掲 図63 平成31年度 脳梗塞の発症予防･再発予防対象者集団の特定

1,607人 3,440人 6,985人 2,335人

脳梗塞または、

一過性脳虚血発作

の疾病記載がある患者

Ⅱ

直近4カ月の脳梗塞病名

外来レセプト

Ⅲ

直近4カ月の

抗血小板剤または

抗凝固剤処方

外来レセプト

３

再発予防

対象者

（高）

４

受診勧奨

２

再発予防

対象者

（低）

１

発症予防

対象者

有 無

有

無

Ⅰ

脳梗塞の疾病記載

有無

※

※脳梗塞の発症予防･再発予防指導対象者割合・・・当該事業の指導対象者を被保険者数で除した値

図103 市町別の脳梗塞有病率と脳梗塞の発症予防･再発予防指導対象者割合の状況(国保後期合算)

※左図はP79の図63の再掲である。
詳細については、該当頁を参照。
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③糖尿病性腎症重症化予防にむけた指導対象者集団
長崎県内市町の国民健康保険及び後期高齢者医療における糖尿病有病率と糖尿病性腎症重症化予防にむけた

「優先順位の高い指導対象者割合の状況は、以下のとおり。

指導の優先順位が
高い患者 xxx人

・生活習慣を指導することで、重症化を
　遅延させることができる患者

・重症化予防に適切な病期の患者

・比較的行動変容が現れやすい患者

早期腎症期(Ⅱ) 

腎症前期(Ⅰ)

腎不全期(Ⅳ)

透析療法期(Ⅴ)

顕性腎症期(Ⅲ)

再掲 図66 保健指導対象者特定の全体像

※糖尿病性腎症重症化予防指導対象者割合・・・対象者を被保険者数で除した値

図104 市町別の糖尿病有病率と糖尿病性腎症重症化予防指導対象者割合の状況(国保後期合算)

※左図はP86の図66の再掲である。
詳細については、該当頁を参照。
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④糖尿病性腎症重症化予防にむけた指導対象者
長崎県内市町の国民健康保険及び後期高齢者医療における腎不全有病率と糖尿病性腎症重症化予防にむけた「優

先順位の高い指導対象者割合の状況は、以下のとおり。

指導の優先順位が
高い患者 xxx人

・生活習慣を指導することで、重症化を
　遅延させることができる患者

・重症化予防に適切な病期の患者

・比較的行動変容が現れやすい患者

早期腎症期(Ⅱ) 

腎症前期(Ⅰ)

腎不全期(Ⅳ)

透析療法期(Ⅴ)

顕性腎症期(Ⅲ)

再掲 図66 保健指導対象者特定の全体像

※糖尿病性腎症重症化予防指導対象者割合・・・対象者を被保険者数で除した値

図105 市町別の腎不全有病率と糖尿病性腎症重症化予防指導対象者割合の状況(国保後期合算)

※左図はP86の図66の再掲である。
詳細については、該当頁を参照。
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※骨粗鬆症治療中断者割合・・・当該対象者を被保険者数で除した値

図106 市町別の骨折有病率と骨折予防(骨粗鬆症重症化予防)にむけた指導対象者割合の状況(国保後期合算)

⑤骨折予防(骨粗鬆症重症化予防)にむけた指導対象者
長崎県内市町の国民健康保険及び後期高齢者医療における骨折有病率と骨折予防(骨粗鬆症重症化予防)にむけた

指導対象者割合の状況は、以下のとおり。


